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ウイルスから高等動物まで全ての生物を同じ

方法で同定する方法としてゲノムプロフィリン

グ（GP）法が開発され、その有効性が実証されて

きた。最近では、GP 法は「ゲノム距離」を測定

可能であり、その用途として普遍的生物分類に用

いうることが、多くの生物（昆虫、魚、植物、微

生物）に適用して実証されてきた。GP 法の有す

るこの優れた機能を社会に還元すべく、本テーマ

「普遍的病原微生物診断」が推進されている。既

にこれまでの非病原生物に関する研究から、どの

ような生物(病原性の有無をとわず)に対してで

も、同じ方法で種が同定されることは合理的に実

証されている。しかし現場での実用に際しては、

厖大な数の微生物種を調べる必要があり、ハイパ

フォーマンス技術の開発が求められている。その 
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技術として、我々は新型マイクロアレイ（MMV：

体積活用型マイクロアレイ）を用いる方式を提唱

している。体積活用型マイクロアレイ MMV は１イ

ンチ角に１０００以上の穴を有する反応器であ

るが、そこに収納される微量（サブマイクロリッ

トル以下）の取扱は、人間による操作は困難であ

り、ロボットの開発が必要となる。今年度は、こ

の自動操作（試料トランスファー）ロボットアー

ムの作成にとりかかり、他の研究費の支援を得な

がら、構造体本体をほぼ完成させた。これと同時

に、既に開発を進めてきた MMV 自体を、ロボット

操作可能で精度よく取り扱うことのできるホル

ダー収納型にするための検討を始め、第 1号の設

計を完成した。これらのことにより、当初の目標

に向かって着実な前進があったといえる。 
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